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【速報展示を行います】 
国史跡青谷上寺地遺跡第１７次発掘調査で出土した銅戈片 

 

平成２８・２９年度に実施した国史跡青
あお

谷上
や か み

寺地
じ ち

遺跡第１７次発掘調査で出土した弥生時代中期の武器形祭

器の一つ「銅戈
ど う か

」の破片について、下記のとおり速報展示を行いますので、取材等記事として紹介いただきま

すようお願いします。 

 

１ 速報展示について 

期 間 平成３０年１月２４日（水）から平成３０年１月３１日（水） 

場 所 鳥取市青谷上寺地遺跡展示館 ロビー 

（鳥取市青谷町青谷４０６４番地） 

電 話 ０８５７－８５－０８４１ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 

（入館は午後４時３０分まで） 

期間中の休館日 １月２９日（月） 

 主 催 鳥取県埋蔵文化財センター 

 共 催 公益財団法人 鳥取市文化財団 

     鳥取市青谷上寺地遺跡展示館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 銅戈片出土の意義について 

青谷上寺地遺跡で初めて確認された銅戈 

青谷上寺地遺跡では戈形木製品、戈の柄
え

や鞘
さや

（いずれも木製）が出土していましたが、銅戈は見つかってい

ませんでした。銅戈は武器ではなく祭器と考えられ、青谷上寺地遺跡において青銅製の武器形祭器を使った祭

りが行われた可能性があります。 

 

中国地方以西で初めて出土した近畿（大阪湾）型銅戈 

近畿（大阪湾）型銅戈の破片が山陰地方に及んでいたことは、弥生時代における地域間の関係、青銅器の流

通を考える上で重要です。 
  

破片で出土した銅戈 

本来は弥生時代中期（紀元前２世紀～１世紀）に使用された武器形祭器です。今回は弥生時代終末期（３世

紀前半）の地層から破片の状態で出土していることから、再利用を目的とした素材である可能性が考えられま

す。弥生時代における青銅利用の実態を考える上で重要な発見です。 

出土した近畿（大阪湾）型銅戈片 

銅戈
ど う か

とは 

剣のような身を柄に直角ないし斜めに付けた

青銅製の武器。弥生時代に朝鮮半島から伝わり、

その後大型化して祭りの道具（祭器）となる。

九州型と近畿（大阪湾）型と呼ばれるタイプが

あり、それぞれ九州地方と近畿地方で多くみつ

かっている。 

 出土銅戈片と復元模式図 



 

 
鳥取青谷上寺地遺跡展示館ホームページから引用      

鳥取市青谷上寺地遺跡展示館の位置図 

 


